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る町を目指し

　６月定例会は、６月９日招集され、６月 16 日までの８日間の会期で開かれました。
　初日は、５人の議員が一般質問を行いました。　　
  補正予算５件、条例改正３件・専決処分５件、報告４件、契約２件及び同意案件
等原案どおり可決しました。
　16 日の最終日は、陳情２件を採択しました。

　

今
回
の
補
正
は
、
職
員

の
人
事
異
動
に
伴
う
人
件

費
の
調
整
、
国
・
県
支
出

金
の
内
示
に
よ
る
事
業
費

の
調
整
及
び
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業

の
追
加
に
関
す
る
経
費
の

計
上
が
主
な
も
の
で
す
。

　

総
務
費
は
、
航
路
・
航

空
路
支
援
金
給
付
事
業
及

び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
の
追
加
。

　

民
生
費
は
、
国
保
特
別

会
計
操
出
金
の
増
額
及
び

低
所
得
子
育
て
世
帯
生
活

支
援
特
別
給
付
金
事
業
経

費
を
追
加
。

　
衛
生
費
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
補
助
金
の
前
年
度
精
算

金
を
追
加
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、
農

業
水
利
施
設
の
緊
急
自
然

災
害
防
止
事
業
の
追
加
及

び
地
籍
調
査
委
託
料
の
減

額
。

　

教
育
費
は
、
種
子
島
こ

り
ー
な
空
調
設
備
更
新
工

事
設
計
委
託
の
追
加
及
び

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
等
地
域
活

性
化
事
業
の
追
加
。

　

そ
の
他
の
特
別
会
計
及

び
事
業
会
計
の
予
算
状
況

は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。

令和 4年令和 4年令和 4年令和 4年

６月９日～１６日６月９日～１６日６月９日～１６日６月９日～１６日

第２回定例会第２回定例会

６月定例会のあらまし６月定例会のあらまし

令
和
４
年
度
６
月
補
正
予
算

令
和
４
年
度
６
月
補
正
予
算

［別表］ 令和４年度会計別予算額

歳
出

国 民 健 康 保 険 事 業

介　護　保　険　事　業

後 期 高 齢 者 医 療

水道事業会計（収益的支出)
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安心 ・ 安全で活気のあ
補正予算の主なもの補正予算の主なもの

　保育士等の現場で働く方々の収
入の引き上げに必要な費用を補助。

保育士等処遇改善臨時特例事業保育士等処遇改善臨時特例事業保育士等処遇改善臨時特例事業保育士等処遇改善臨時特例事業

サッカーイベントの開催補助サッカーイベントの開催補助サッカーイベントの開催補助サッカーイベントの開催補助

　各避難所に備蓄している非常用具等
を防災用倉庫に保管することにより、
非常時でのスムーズな利用につなげる。

防災用倉庫防災用倉庫防災用倉庫防災用倉庫

４８５万円４８５万円４８５万円４８５万円

　老朽化した農業用施設に対し ,抜本的
な修繕を緊急的に実施し、災害に対して
備える。

緊急自然災害防止事業緊急自然災害防止事業緊急自然災害防止事業緊急自然災害防止事業

　本町へスポーツ合宿する団体に対し、こ
れまで以上に支援をし、合宿誘致を強力に
推進し交流人口の増大を図る。

スポーツ合宿等地域活性化事業スポーツ合宿等地域活性化事業スポーツ合宿等地域活性化事業スポーツ合宿等地域活性化事業

３００万円３００万円３００万円３００万円

　低所得の子育て世帯を支援するため、
住民税非課税子育て世帯に、児童一人
あたり一律５万円を支給。

低所得子育て世帯生活支援特別給付金低所得子育て世帯生活支援特別給付金低所得子育て世帯生活支援特別給付金低所得子育て世帯生活支援特別給付金

６５０万円６５０万円６５０万円６５０万円 ２３６万円２３６万円２３６万円２３６万円

２,７００万円２,７００万円２,７００万円２,７００万円

２００万円２００万円２００万円２００万円
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星
原
小
学
校
体
育
館
改

修
工
事
に
伴
う
指
名
競
争

入
札
の
結
果
は
、
５
１
０

４
万
円
で
株
式
会
社
日
髙

工
務
店
が
落
札
し
契
約
し

ま
し
た
。

【
改
修
内
容
】

●
塗
膜
防
水
に
よ
る
屋
根

全
面
改
修

●
外
壁
面
爆
裂
等
工
事

繰
越
明
許
費

　

繰
り
越
し
と
な
っ
た
事
業
は
10
件
で
、
令
和
４
年
度
へ

の
繰
越
額
は
２
億
７
０
４
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

事
故
繰
越

　

繰
り
越
し
と
な
っ
た
事
業
は
、
建
物
収
去
土
地
明
渡
請

求
事
件
判
決
に
伴
う
強
制
執
行
等
事
件
及
び
産
地
生
産
基

盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
の
２
件
で
、
令
和
４
年
度
ヘ
の
繰

越
額
は
６
６
６
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
は
、
町
税
、
国
・
県
支
出

金
の
確
定
に
伴
う
収
入
額
の
調
整
及
び
事

業
費
の
確
定
等
に
よ
る
執
行
残
額
の
調
整

を
行
う
も
の
で
す
。

●
床
改
修

●
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
改
修
工
事

▲星原小学校体育館▲星原小学校体育館

　

中
種
子
町
消
防
団
南
界

分
団
の
、
小
型
動
力
ポ
ン

プ
付
積
載
車
を
更
新
に
伴

う
指
名
競
争
入
札
の
結
果

は
、
１
３
２
０
万
円
で
、

鹿
児
島
森
田
ポ
ン
プ
株
式

会
社
が
落
札
し
契
約
し
ま

し
た
。

▲消防積載車▲消防積載車

［別表］

一　　　般　　　会　　　計

特
別
会
計

一般会計総額は７９億９,００１万円
令和３年度会計別予算額

令
和
３
年
度
一
般
会
計
繰
越
計
算
書

令
和
３
年
度
一
般
会
計
繰
越
計
算
書

令
和
３
年
度
一
般
会
計
繰
越
計
算
書

令
和
３
年
度
一
般
会
計
繰
越
計
算
書

  

令
和
３
年
度
水
道
事
業

会
計
に
お
い
て
、
繰
り
越

し
と
な
っ
た
事
業
は
、
建

設
改
良
事
業
８
件
で
、
令

和
４
年
度
へ
の
繰
越
額
は
、

６
億
３
６
３
１
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算

繰
越
計
算
書

令
和
３
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算

繰
越
計
算
書

令
和
３
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算

繰
越
計
算
書

令
和
３
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算

繰
越
計
算
書

会  計  名 

国民健康保険事業会計

後期高齢者医療会計
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一般質問とは
　一般質問とは、議員が町政全般にわたり、執行機関に対して事務の執行状況及

び将来に対する方針等について所信をただし、あるいは報告、説明を求め、又は

疑問をただすことです。

　なお、議員一人につき６０分の時間制限を設けています。

！！

町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

一 般 質 問一 般 質 問

※QRコード・・・インターネットにより録画を見ることが出来ます。

下田　敬三　議員
・さとうきび増反への取り組みは
・老障介護の実態は
・適応指導教室のその後は

浦邊　和昭　議員

・若者定住対策は
・今後の墓地対策は

池山　喜一郎　議員

・肥料・飼料等価格高騰への
　対応は

橋口　渉　議員
・特別障がい者等介護者手当の
見直しは
・介護支援専門員の不足対策は

永濵　一則　議員

・交流人口増大の具体策は

QRコード

QRコード

QRコード

QRコード

QRコード
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下
田　

昨
期
の
集
荷
実
績

と
今
期
の
作
付
け
状
況
の

説
明
と
、
今
後
の
増
反
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
見

解
を
求
め
る
。

町
長　

集
荷
実
績
は
、
単

収
７
３
０
０
kg
で
、
作
付

面
積
は
、１
１
７
３
ha
(
前

年
対
比
36　
ha
増
)と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
の
増
反
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
糖
業

振
興
会
を
始
め
と
す
る
各

種
会
議
等
で
、
あ
ら
ゆ
る

角
度
か
ら
現
状
の
課
題
に

取
り
組
み
ま
す
。

下
田　

今
産
期
か
ら
60
歳

以
上
の
農
家
が
、
30
戸
減

少
し
て
い
る
。

　

管
理
作
業
等
の
助
成
を

し
な
が
ら
で
も
高
齢
者
農

家
が
、
働
け
る
環
境
作
り

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か

見
解
を
求
め
る
。

町
長　

議
員
の
皆
様
か
ら

の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

優
良
堆
肥
施
設
整
備
の
現

状
は

下
田　

優
良
堆
肥
の
生
産

が
可
能
な
施
設
整
備
を
推

進
し
、
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

を
活
用
し
普
通
作
農
家
が

利
用
で
き
る
体
制
整
備
を

図
る
と
あ
っ
た
が
、
現
状

の
説
明
を
求
め
る
。

町
長　

堆
肥
の
生
産
が
可

能
な
施
設
整
備
も
近
い
将

来
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
肥
料
高
騰
、
こ
れ
も

視
野
に
入
れ
関
係
機
関
に

補
助
事
業
な
ど
相
談
し
て

体
制
整
備
に
つ
な
げ
る
べ

き
と
、
現
在
検
討
し
て
い
ま

す
。

老
障
介
護
の
実
態
と
【
成

年
後
見
制
度
】
へ
の
取
り

組
み
は

下
田　

障
が
い
者
を
持
つ

高
齢
家
族
の
老
障
介
護
の

実
態
に
つ
い
て
説
明
を
求

め
る
。

町
長　

町
内
で
は
、
在
宅

の
知
的
・
精
神
障
が
い
者

が
84
名
、
そ
の
内
、
親
と

同
居
し
て
い
る
方
が
、
27

名
、
さ
ら
に
65
歳
以
上
の

親
と
同
居
し
て
い
る
方
が

22
名
お
り
ま
す
。

　

高
齢
で
介
護
し
て
い
る

方
の
負
担
も
大
き
い
か
と

思
い
ま
す
が
、
１
市
２
町

で
種
子
島
地
区
基
幹
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上

げ
、
総
合
的
に
相
談
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

下
田　

家
族
の
不
安
は
、

親
な
き
後
の
こ
と
で
す
。

　

そ
の
不
安
を
少
し
で
も

解
決
で
き
る
の
が
、「
成
年

後
見
制
度
」
で
す
。

　
「
親
な
き
あ
と
で
な
く
今

で
き
る
こ
と
」
と
し
て
行

政
と
し
て
助
言
、
指
導
は
、

で
き
な
い
も
の
か
見
解
を

求
め
る
。

町
長　

種
子
島
地
区
自
立

支
援
協
議
会
の
下
部
組
織
・

権
利
擁
護
部
会
で
も
相
談

を
受
け
ま
す
し
、
役
場
の

方
で
も
、
十
分
な
対
応
を

い
た
し
ま
す
。

適
応
指
導
教
室
は
順
調
に

運
営
さ
れ
て
い
る
か

下
田　

令
和
２
年
度
に
は
、

７
名
が
高
校
に
進
学
し
て

い
る
が
、
教
室
の
児
童
、

生
徒
の
現
状
に
つ
い
て
説

明
を
求
め
る
。

教
育
長　

令
和
３
年
度
の

通
学
許
可
申
請
を
し
た
児

童
生
徒
数
は
、
８
名
で
、

そ
の
内
中
学
生
が
３
名
お

り
ま
し
た
が
、
全
員
高
校

に
進
学
し
て
い
ま
す
。

下
田　

学
校
給
食
の
原
材

料
の
値
上
が
り
の
中
、
給

食
費
は
、
ど
の
よ
う
に
対

処
す
る
の
か
見
解
を
求
め

る
。

教
育
長　

ス
タ
ッ
フ
の
創

意
工
夫
を
集
め
な
が
ら
給

食
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。  

  

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連

交
付
金
を
活
用
し
現
状
維

持
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
も

建
築
47
年
を
迎
え
て
お
り
、

早
急
に
、
新
給
食
セ
ン
タ
ー

の
建
築
設
計
に
取
り
組
み

ま
す
。

北之園  千春  教育長 下田  敬三  議員

▲土づくりは堆肥が基本▲土づくりは堆肥が基本

６
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▲サーフィンがきっかけで移住する人も多い▲サーフィンがきっかけで移住する人も多い

浦
邊　
本
町
に
お
い
て
も
、

様
々
な
職
種
で
人
手
不
足

と
な
っ
て
お
り
、
若
者
を

必
要
と
し
て
い
る
。
若
者

定
住
に
つ
な
が
る
具
体
的

対
策
は
。

町
長　

人
手
不
足
は
出
生

率
の
低
下
等
に
よ
り
、
日

本
全
体
で
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
本
町
で

も
少
子
高
齢
化
に
加
え
若

者
が
進
学
、
就
職
等
で
島

外
へ
流
出
す
る
状
況
の
中
、

あ
ら
ゆ
る
職
種
で
人
手
不

足
が
生
じ
て
い
ま
す
。
長

期
振
興
計
画
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

に
よ
り
、
や
り
が
い
の
あ

る
魅
力
的
な
仕
事
、
住
み

続
け
た
い
魅
力
あ
る
町
を

つ
く
る
こ
と
が
重
要
だ
と

浦邊  和昭  議員

若者定住対策の具体的な取り組みは

町長　若者が望む、魅力ある
　　 町づくりを

田渕川  寿広  町長

思
い
ま
す
。
若
者
の
力
は
、

町
の
一
つ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
源
で
あ
り
、
住
宅
整
備

事
業
、
子
育
て
支
援
事
業
、

就
農
者
へ
の
支
援
等
、
若

者
が
住
み
続
け
た
い
町
と

な
る
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
働
き
な

が
ら
趣
味
を
生
か
し
て
い

る
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
若

者
達
を
大
き
な
ヒ
ン
ト
に

し
、
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

今
後
の
墓
地
対
策
は

浦
邊　

現
在
、
親
戚
等
の

協
力
に
よ
り
管
理
さ
れ
て

い
る
が
、
今
後
は
管
理
者

不
在
の
墓
地
が
増
え
て
い

く
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の

問
題
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

町
長　

無
縁
墓
は
全
国
的

に
増
加
し
て
い
る
。
少
子

高
齢
化
に
よ
り
、
墓
を
引

き
継
ぐ
人
が
い
な
い
家
庭

の
増
加
、
高
齢
に
な
り
管

理
が
で
き
な
く
な
る
人
、

ま
た
墓
に
対
す
る
考
え
が

変
化
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
事
態
を
避
け
る
た

め
、
子
孫
の
負
担
を
軽
減

さ
せ
る
た
め
に
、
墓
じ
ま

い
、
永
代
供
養
で
の
改
葬

が
増
え
て
い
ま
す
。
以
前
、

公
営
で
の
永
代
供
養
の
話

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

民
間
業
者
と
の
関
連
、
宗

教
上
の
問
題
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
引
き
続
き
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

浦
邊　

景
観
的
に
も
良
く

な
い
し
、
生
ま
れ
育
っ
た

こ
の
地
に
ず
っ
と
眠
り
た

い
と
思
っ
て
い
る
は
ず
で

す
。
今
後
も
検
討
を
お
願

い
し
ま
す
。
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橋
口　

特
別
障
が
い
者
等

介
護
者
手
当
の
要
件
別
に

支
給
実
績
を
求
め
る
。

町
長　

対
象
要
件
を
説
明

し
ま
す
と
、
介
護
保
険
法

第
８
条
各
項
に
定
め
る
サ

ー
ビ
ス
を
い
ず
れ
も
利
用

し
て
い
な
い
要
介
護
３
以

上
の
者
、
特
別
障
が
い
者

手
当
を
受
給
す
る
者
、
障

が
い
児
福
祉
手
当
を
受
給

す
る
者
の
３
つ
の
要
件
の

い
ず
れ
か
を
満
た
す
者
で
、

介
護
す
る
家
族
等
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。
要
件
別

の
支
給
実
績
に
つ
い
て
、

平
成
30
年
度
か
ら
令
和
３

年
度
ま
で
の
４
年
間
で
は
、

要
介
護
者
３
以
上
の
支
給

該
当
者
は
お
り
ま
せ
ん
。

特
別
障
が
い
者
手
当
を
受

給
す
る
方
は
令
和
３
年
度

が
２
名
、
障
が
い
児
福
祉

手
当
を
受
給
す
る
方
は
令

和
３
年
度
が
８
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。

橋
口　

要
介
護
３
以
上
の

対
象
者
で
す
べ
て
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い

の
で
は
な
く
、「
訪
問
・
通

所
系
」「
福
祉
用
具
関
係
」

で
非
課
税
世
帯
は
除
く
な

ど
の
見
直
し
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

町
長　
介
護
保
険
財
政
は
、

介
護
給
付
費
全
体
の
50
％

は
公
費
で
そ
の
う
ち
４
分

の
１
は
町
の
負
担
と
な
っ

て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
負
担
も
住
民
非
課

税
の
方
は
、
原
則
と
し
て

費
用
の
１
割
と
な
っ
て
い

ま
す
。
経
済
的
な
負
担
も

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
非

課
税
世
帯
を
支
給
対
象
者

と
す
る
こ
と
は
、
他
の
利

用
者
と
の
均
衡
性
が
図
ら

れ
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

橋
口　

介
護
す
る
方
は
一

日
24
時
間
の
介
護
に
な
り

ま
す
。
訪
問
・
通
所
系
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と

し
て
も
、
７
時
間
か
ら
８

時
間
で
自
宅
で
の
介
護
時

間
が
長
い
。
こ
の
こ
と
も

考
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

介
護
支
援
専
門
員
不
足
の

協
議
は

橋
口　

種
子
島
地
区
介
護

支
援
専
門
協
議
会
に
お
い

て
、
改
善
事
項
の
検
討
協

議
は
、
ど
の
よ
う
な
検
討

協
議
が
な
さ
れ
た
か
。

町
長　

こ
の
研
修
で
は
、

介
護
支
援
専
門
員
の
資
質

向
上
を
図
る
た
め
、
島
内

の
介
護
支
援
専
門
員
や
専

門
指
導
者
が
一
同
に
集
ま

れ
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す

の
で
各
事
業
所
に
お
け
る

課
題
な
ど
、
協
議
会
の
場

を
利
用
し
て
意
見
を
交
わ

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

町
と
し
て
課
題
解
決
に

向
け
た
提
言
な
ど
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

橋
口　

保
険
者
で
あ
る
行

政
が
主
と
な
り
、
各
事
業

所
を
取
り
ま
と
め
、
話
し

合
う
考
え
は
な
い
か
。

町
長　

減
少
の
問
題
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

各
事
業
所
の
介
護
支
援
専

門
員
等
が
集
ま
る
研
修
の

機
会
が
あ
り
ま
す
の
で
、

行
政
主
体
と
い
う
よ
り
も

研
修
の
中
で
情
報
の
交
換

な
ど
、
各
事
業
者
が
連
携

し
て
取
り
組
み
、
行
政
と

関
係
事
業
者
が
情
報
共
有

し
取
り
組
ん
で
い
く
事
が

必
要
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。

町長　各介護サービスの充実に伴い
　　　支給対象者は減少している
　 橋口  渉  議員
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池
山　

国
際
的
な
原
材
料

及
び
物
流
コ
ス
ト
の
高
騰

や
為
替
の
円
安
進
行
に
加

え
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
の
影
響
で
肥
料
や
飼

料
の
価
格
高
騰
が
恒
久
的

な
状
況
に
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
、
主
要
作

物
の
面
積
や
家
畜
の
飼
養

頭
数
の
減
少
が
危
惧
さ
れ

る
。

　

そ
れ
に
対
処
す
る
た
め

に
、
中
種
子
町
内
で
生
産

可
能
な
堆
肥
や
混
合
飼
料

等
生
産
へ
の
取
り
組
み
を

進
め
、
生
産
コ
ス
ト
の
低

減
を
図
り
、
農
畜
産
業
の

継
続
し
た
振
興
が
出
来
る

体
制
を
確
立
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　
農
業
の
み
な
ら
ず
、

他
産
業
に
も
、
大
き
な
影

響
を
あ
た
え
て
い
る
の
が
、

今
の
世
界
情
勢
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
国
は
肥

料
高
騰
の
対
策
・
国
産
飼

料
や
米
粉
な
ど
の
生
産
拡

大
を
図
る
こ
と
を
明
記
し

永
浜　

施
政
方
針
で
「
賑

わ
い
の
創
出
や
観
光
交
流

の
増
大
を
目
指
す
」
と
述

べ
て
い
る
が
、
具
体
策
は
。

町
長　

国
の
指
定
文
化
財

古
市
家
住
宅
・
農
業
体
験

型
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
・

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
な
ど
本
町

の
今
あ
る
素
材
、
自
然
や

農
村
の
景
観
、
歴
史
文
化

資
源
を
生
か
し
た
交
流
、

ま
た
、
都
市
部
か
ら
の
移

住
や
民
間
事
業
者
に
よ
る

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
講
演

な
ど
も
計
画
し
な
が
ら
観

光
及
び
交
流
人
口
の
増
大

を
目
指
し
ま
す
。

永
浜　

観
光
の
拠
点
と
な

る
「
道
の
駅
設
置
」
の
考

え
は
な
い
か
。

町
長　

考
え
が
な
い
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町

政
を
預
か
る
以
上
は
、
子

育
て
施
策
の
充
実
、
既
存

の
施
設
の
維
持
補
修
な
ど

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、

た
骨
太
方
針
を
６
月
８
日

に
閣
議
決
定
い
た
し
ま
し

た
。
秋
に
見
込
ま
れ
る
経

済
対
策
の
裏
付
け
と
な
る

補
正
予
算
で
の
対
応
が
、

こ
れ
か
ら
期
待
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。
国
へ
の
要
請

活
動
も
し
っ
か
り
行
い
な

が
ら
、
今
後
、
国
・
県
の

動
向
を
注
視
し
、
関
係
機

関
と
連
携
し
、
対
応
し
て

参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
関
連
す
る
堆
肥

製
造
施
設
や
育
苗
施
設
の

整
備
及
び
効
率
的
な
運
用

な
ど
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

に
着
手
し
て
お
り
、
そ
の

方
向
性
や
計
画
が
し
っ
か

り
し
た
段
階
で
町
民
の
皆

様
へ
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

肥料・飼料等価格の高騰への対応は

町長　国・県の動向に注視し効果的な
　　 対応をとる

池山  喜一郎 議員

永濵  一則  議員

町長　今ある素材を生かし検討する

多
額
の
予
算
は
か
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

そ
う
い
う
状
況
を
踏
ま

え
人
口
減
少
、
観
光
振
興

な
ど
に
取
り
組
む
べ
き
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

永
浜　

長
浜
海
岸
に
ハ
マ

グ
リ
の
稚
貝
を
放
流
し
て
、

観
光
名
所
に
し
て
は
ど
う

か
。

町
長　

本
当
に
き
れ
い
な

所
で
す
。
い
い
ア
イ
デ
ア

だ
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
す
。

た
だ
し
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
産

卵
時
期
と
ハ
マ
グ
リ
の
採

取
時
期
が
同
じ
時
期
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
観
光
客
が

押
し
寄
せ
る
の
も
い
か
が

な
も
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
年
間
を
通
し
て
短

い
期
間
で
あ
り
海
の
状
態

や
天
候
な
ど
を
考
え
ま
す

と
、
観
光
資
源
と
し
て
の

活
用
は
検
討
が
必
要
で
す
。



なかたね町議会だより NO．164

令和４年８月１０日発行

条
　 

例

条
　 

例

条
　 

例

条
　 

例

そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他

同
　
意

同
　
意

同
　
意

同
　
意

中
種
子
町
職
員
定
数
条
例

の
一
部
改
正

　

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
低
年

齢
児
の
待
機
児
童
「
ゼ
ロ
」

の
取
り
組
み
を
拡
充
さ
せ

る
た
め
、
中
央
保
育
所
を

14
人
か
ら
18
人
に
改
正
し
、

合
計
職
員
数
を
１
３
５
人

か
ら
１
３
９
人
に
改
め
る

も
の
で
す
。

中
種
子
町
都
市
公
園
条
例

の
一
部
改
正

　

社
会
体
育
施
設
空
調
設

備
新
設
工
事
に
よ
り
、
中

央
武
道
館
剣
道
場
、
柔
道

場
に
冷
暖
房
が
新
設
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、「
種
子
島
中

央
武
道
館
使
用
料
」
の
一

部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

中
種
子
町
税
賦
課
徴
収
条

例
の
一
部
改
正

　

Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
に
関
す

る
支
援
措
置
を
講
じ
る
こ

と
と
し
た
民
法
改
正
に
伴

う
、
金
融
所
得
の
申
告
方

法
の
統
一
化
、
公
的
年
金

支
給
報
告
書
及
び
給
与
支

払
報
告
書
に
添
付
す
る
扶

養
親
族
申
告
書
の
変
更
、

法
人
の
申
告
方
式
の
変
更
、

住
宅
借
入
金
控
除
の
延
長
、

省
エ
ネ
改
修
工
事
の
範
囲

拡
大
等
、
地
方
税
法
の
改

正
に
あ
わ
せ
て
条
例
を
整

備
す
る
も
の
で
す
。

中
種
子
辺
地
に
係
る
総
合

整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い

て
　

中
種
子
辺
地
に
係
る
総

合
整
備
計
画
は
、
令
和
２

年
度
か
ら
令
和
６
年
度
の

５
カ
年
で
計
画
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
、「
消
防
防
災
施
設

等
整
備
事
業
」
及
び
「
星

原
小
学
校
屋
内
運
動
場
改

修
事
業
」
の
追
加
及
び
事

業
費
の
変
更
を
行
う
も
の

で
す
。

　

全
体
計
画
事
業
費
を
９

億
３
５
６
３
万
円
に
変
更

し
、
う
ち
７
億
４
９
２
０

万
円
に
つ
い
て
は
、
辺
地

対
策
事
業
債
を
財
源
と
す

る
計
画
で
す
。

固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

同
意

　

固
定
資
産
評
価
員
に
従

来
か
ら
税
務
課
長
を
充
て

て
お
り
、
４
月
１
日
付
け

人
事
異
動
に
よ
り
、
税
務

課
長
に
異
動
が
あ
っ
た
た

め
左
記
の
者
を
評
価
員
と

し
て
同
意
し
ま
し
た
。

　

住
所　

中
種
子
町
野
間

　

氏
名　

田
平　

祐
一
郎

中種子町役場のホームぺージ
右下の「議会」をクリック

「議会インターネット中継及び
録画映像」をクリック

「種子島なかたねYouTubeチャンネル
（外部サイトへリンク）」をクリック

議会中継始めました議会中継始めました

漁業緊急自然災害防止事業

坂井公園遊歩道等整備事業

牛ボツリヌス対策事業

企業誘致事業

道路緊急自然災害防止事業

河川緊急自然災害防止事業

給食センター改修事業

町内文化財保護・保全整備事業

今回令和３年度から７年度までの計画で事業の
追加と変更がありました。

　町民の皆さんに、議会と町政に関心を持っていただくため、議場での本会議等の映像をインターネッ
ト（ライブ中継及び録画映像）で配信しています。議場に来ることができない方も、パソコンやスマートフォ
ンで、一般質問等や町政に係る重要な情報が観られるようになりました。ぜひ、ご覧下さい。
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陳 

情
・
意 

見 

書

陳 

情
・
意 

見 

書

陳 

情
・
意 

見 

書

陳 

情
・
意 

見 

書

【
陳
情
者
】

　
衛
藤　

征
士
郎

【
発
議
者
】

　
橋
口　

渉　

外
５
名

【
趣
旨
】

　

海
の
恩
恵
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
海
洋
国
日
本

の
繁
栄
を
願
う
。

　

わ
が
国
と
海
と
の
歴
史

的
、
文
化
的
及
び
社
会
的

な
関
わ
り
、
海
の
日
制
定

の
歴
史
的
経
緯
等
を
踏
ま

え
、
国
民
が
海
の
大
切
さ

を
理
解
し
、
そ
の
恩
恵
に

感
謝
し
海
の
安
全
及
び
環

境
保
全
に
つ
い
て
思
い
を

馳
せ
る
機
会
と
す
る
た
め

に
も
、「
海
の
日
」
を
現
在

「
国
民
の
祝
日
」
海
の
日
を

７
月
20
日
に
固
定
化
す
る

意
見
書
採
択
の
陳
情
・
意

見
書

の
第
３
月
曜
日
か
ら
施
行

当
初
の
７
月
20
日
に
固
定

化
す
る
。

　

趣
旨
は
妥
当
と
認
め
、

陳
情
を
採
択
し
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
意
見
書
を
内
閣

総
理
大
臣
へ
提
出
し
ま
し

た
。

【
陳
情
者
】

　
松
元　

裕
之

【
発
議
者
】

　
橋
口　

渉　

外
５
名

ゆ
た
か
な
学
び
の
実
現
・

教
職
員
定
数
改
善
を
は
か

る
た
め
の
、
２
０
２
３
年

度
政
府
予
算
に
係
る
意
見

書
採
択
の
陳
情
・
意
見
書

【
趣
旨
】

　

子
供
た
ち
の
ゆ
た
か
な

学
び
や
働
き
方
改
革
の
実

現
の
た
め
。

①
中
学
校
・
高
等
学
校
で

の
35
人
学
級
を
早
急
に
実

施
す
る
こ
と
。
ま
た
、
さ

ら
な
る
少
人
数
学
級
に
つ

い
て
検
討
す
る
こ
と
。

②
学
校
の
働
き
方
改
革
・

長
時
間
労
働
是
正
を
実
現

す
る
た
め
、
加
配
教
員
の

増
員
や
少
数
職
種
の
配
置

増
な
ど
教
職
員
定
数
改
善

を
推
進
す
る
こ
と
。

③
自
治
体
で
国
の
標
準
を

下
回
る
「
学
級
編
成
基
準

の
弾
力
的
運
用
」
の
実
施

が
出
来
る
よ
う
加
配
の
削

減
は
行
わ
な
い
こ
と
。

④
複
式
学
級
を
解
消
す
る

こ
と
。

⑤
特
別
支
援
学
級
籍
の
子

ど
も
を
交
流
学
級
で
も
在

籍
児
童
生
徒
数
と
し
て
カ

ウ
ン
ト
す
る
こ
と
。

　

趣
旨
は
妥
当
と
認
め
、

陳
情
を
採
択
し
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
意
見
書
を
内
閣

総
理
大
臣
、
衆
参
両
議
院

議
長
及
び
文
部
科
学
大
臣

な
ど
へ
提
出
し
ま
し
た
。

エ
ス

　
デ
ィ
ー
　
ジ
ー
　

ズ

み
ん
な
で

S
D
G
s

議
員
に
よ
る
海
岸
清
掃

　

６
月
29
日
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
企

画
課
職
員
と
合
同
で
熊
野

海
水
浴
場
の
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
実
施
し
ま
し
た
。

プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
類
の
漂

流
ゴ
ミ
も
多
く
、
人
間
が

出
し
た
ゴ
ミ
で
環
境
が
悪

※
S
D
G
s
と
は
・
・
・
す
べ
て
の
人
々
に
と
っ
て
よ

り
よ
い
、よ
り
持
続
可
能
な
未
来
を
築
く
た
め
の
青
写
真

で
す
。貧
困
や
不
平
等
、気
候
変
動
、環
境
劣
化
、繁
栄
、平

和
と
公
正
な
ど
、私
た
ち
が
直
面
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
諸

課
題
の
解
決
を
目
指
し
ま
す
。 く

な
っ
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
、

身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
き
れ
い
に
な
っ

た
熊
野
海
水
浴
場
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

▲暑い中での清掃作業▲暑い中での清掃作業



なかたね町議会だより NO．164

令和４年８月１０日発行

発行/中種子町議会議長　編集/広報編集委員会
〒891-3692     鹿児島県熊毛郡中種子町野間 5186
TEL (0997)-27-1111    FAX (0997)-27-3634
Eメール naka-gikai@town.nakatane.kagoshima.jp

議会傍聴においでください。議会傍聴においでください。

中種子町議会では、インターネット(YouＴube)で本会議の中継を

視聴することが出来ます。会議録も議会ホームページに掲載しています。

是非ご覧ください。

中種子町議会では、インターネット(YouＴube)で本会議の中継を

視聴することが出来ます。会議録も議会ホームページに掲載しています。

是非ご覧ください。

　

中
種
子
を
愛
す
る
、
山

上

(

や
ま
か
み)

家
を
訪

問
し
ま
す
。

◆
ご
家
族
を
紹
介
し
て
く

だ
さ
い

 

増
田
校
区
在
住

 

山
上　

博
之
(
40
)

　
　

 　

友
美
(
39
)

　

   　

桃
花

       

(
専
門
学
校
３
年
)

　
　

 　

遥
菜
(
中
２
)

　
　

 　

友
菜
(
中
１
)

　
　

 　

結
衣
香
(
小
５
)

     　

雄
大
(
年
長
)

夫
婦
と
も
に
滋
賀
県
出
身

夫
が
妻
に
ぞ
っ
こ
ん
。

や
ま
か
み

ひ
ろ
ゆ
き

も 

も 

か

は 

る 

な

ゆ 

う 

な

ゆ 

　
い 

　
か

ゆ
う
だ
い

と 

も 
み

移住者インタビュー

Youは何しに　　　　　　　へ？Youは何しに　　　　　　　へ？Youは何しに　　　　　　　へ？Youは何しに　　　　　　　へ？中種子町中種子町中種子町中種子町
Wｈｙ did you come to Nakatane?

◆
移
住
の
き
っ
か
け
は

　

サ
ー
フ
ィ
ン
で
妻
と
一

緒
に
旅
行
に
来
て
か
ら「
種

子
島
に
ほ
れ
こ
み
」
移
住

を
決
意
し
ま
し
た
。
種
子

島
に
来
て
18
年
く
ら
い
に

な
り
ま
す
。

◆
現
在
の
お
仕
事
は

　

大
工
を
メ
イ
ン
に
農
業

も
は
じ
め
ま
し
た
。
農
業

は
原
料
用
甘
藷
と
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
栽
培
を
し
て
い
ま

す
。
近
々
漁
協
組
合
に
入

り
漁
師
へ
の
希
望
も
膨
ら

ま
せ
て
い
ま
す
。

　

妻
は
、
パ
ー
ト
を
し
な

が
ら
農
業
が
多
忙
の
時
は
、

楽
し
く
手
伝
っ
て
い
ま
す
。

◆
中
種
子
町
に
住
ん
で
み

て
　
「
最
高
で
～
す
。」

　

海
が
近
い
し
、
自
然
が

多
く
子
育
て
が
し
や
す
い

環
境
で
す
。

　

13
年
前
か
ら
消
防
分
団

に
入
団
し
現
在
班
長
で
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

◆
中
種
子
町
（
議
会
）
へ
の

要
望
は

　

若
い
人
た
ち
が
、
仕
事

を
し
や
す
い
よ
う
に
手
助

け
し
て
ほ
し
い
で
す
。
種

子
島
に
移
住
し
た
く
て
も
、

仕
事
が
な
く
断
念
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
は
感

染
対
策
を
行
い
な
が
ら
、

様
々
な
行
事
が
再
開
し
、

子
供
達
が
自
由
に
参
加
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
欲
し

い
で
す
。

　このコーナーは、中種子町に移住された皆

さんに登場していただき、もっと議会だより

を身近に感じて欲しいと思います。

　また、ご一報いただければ取材にお伺いし

ます。よろしくお願いします。

　

水
稲
の
収
穫
も
終
わ
り
、

お
盆
の
入
り
に
な
り
ま
し

た
。
こ
こ
２
年
半
は
コ
ロ

ナ
で
町
内
外
の
行
事
も
中

止
、
縮
小
に
な
っ
て
い
る

昨
今
で
す
。

　

ま
た
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
が
半
年
近
く

も
続
い
て
い
る
現
在
、
軍

事
侵
攻
に
恐
怖
と
驚
き
が

交
差
し
、
戦
争
は
勝
っ
て

も
負
け
て
も
何
も
残
ら
な

い
。
尊
い
命
が
奪
わ
れ
る

の
が
、
悔
し
く
て
な
り
ま

せ
ん
。
一
日
で
も
早
く
平

和
な
日
が
来
る
こ
と
を
願

う
ば
か
り
で
す
。

           

戸
田  

和
代

広
報
編
集
委
員
会

  

委 

員 

長  

  

副
委
員
長  

  

委    

員 

濵
脇　

重
樹

戸
田　

和
代

迫
田　

秀
三

浦
邊　

和
昭

橋
口　

渉

池
山　

喜
一
郎

議会ＨＰの
ＱＲコード 

令和４年第３回 (９月 )議会は　７日に開催予定です。

▲山上さん一家▲山上さん一家
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